
エコアクション21　環境経営レポート

作成年月日：令和　4年　9月　30日

第83期　令和3年10月 1日　～　令和4年9月30日

認証番号0003676



　当社は1918年（大正7年）の創業以来、お客様の満足を第一に
考え快適な街づくり、住まいづくりに邁進してまいりました。
公共施設、商業ビル、マンション、一般住宅の建築、道路工事、
河川工事、上下水道管・ガス管埋設工事、電話線の敷設等により
各種社会資本の整備で地域社会の信頼を培ってまいりました。
平成3年には、宅地開発、造成工事などを施工してきた中で
お客様とお客様の大切な財産である不動産の売買、仲介、
賃貸管理を行う不動産取引の部門を発足させ、更に平成10年には、
高性能耐震住宅である「テクノストラクチャー工法」を採用した
個人住宅およびリフォーム事業を展開しました。
　また平成２１年には、これまで積み重ねてきた環境活動を企業
経営に取り入れ、経営基盤の強化を図るため、エコアクション21の
認証を取得しました。
　さらに、平成３０年には創業１００周年を迎え、これまで以上に
お取引先様と地域社会の発展に貢献できる会社をめざし、
時代に即した新商品やサービスを提供していく所存です。
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『本社ビル』

ごあいさつ
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組織の概要

　　組織図及び実施体制

環境経営方針



　静岡県三島市南二日町8番39号
　静岡県伊豆の国市長岡1201番地の2
　静岡県伊豆市修善寺51-2
　静岡県田方郡函南町塚本97

環境管理責任者　　青木　晴久
環境管理事務局　　白藤　郁

TEL　　　　055－975－4488　 (代表)
FAX　　　　055－975－4306　 (代表)
H P　　　https://www.yamamotokensetu.co.jp
mail　　  yk4488@yamamotokensetu.co.jp

・建設業　　　　静岡県知事許可（特―04）第4263号

活動規模 単位 H30.10～R1.9 R1.10～R2.9 R2.10～R3.9 R3.10～R4.9

決算期 期 80 81 82 83
売上高 百万円 5,015 6,053 5,452 5,280
従業員 人 80 85 81 80
床面積 ｍ2 1,587.3 1,587.3 1,587.3 1,587.3

6. 対象範囲
全組織、全活動

（ 本 社 ）
（伊豆の国営業所）
（ 伊 豆 営 業 所 ）
（ 資 材 セ ン タ ー）

１.組織の概要

－４－

5．事業規模

１．事業所及び代表者名
山本建設株式会社　代表取締役　山本　良一

２．所在地

【許可の種類】
土木・建築・大工・左官・とび､土工・石・屋根・管・タイル、れんが、ブ
ロック・鋼構造物・鉄筋・舗装・しゅんせつ・板金・ガラス・塗装・防
水・内装仕上げ・熱絶縁・建具・水道施設・解体工事業

・ 宅地建物取引業　　　　静岡県知事（10）  第5610号
・一級建築士事務所　　 　静岡県知事（17）第88号

3.環境管理の責任者及び担当者、連絡先

4．事業内容



－５－

従　業　員 従　業　員

　山本　良一

代表取締役

組織図及び実施体制

従　業　員

環境管理事務局

管理本部長 工事本部長 技術管理本部長 営業本部長

白藤　郁

EA21推進委員会

各部門からの推進委員

環境管理責任者

青木　晴久

従　業　員

会社の環境経営ｼｽﾃﾑの総責任者
＊経営における課題とチャンスの

明確化
＊環境経営方針の策定
＊環境管理責任者を任命
＊資源（人材・物・資金）の用意

＊経営者に代わり、ｼｽﾃﾑ運用の
総責任者としての役割・権限を
他の責任にかかわらずもつ

部門のｼｽﾃﾑ運用責任者
＊部門の計画立案・実施
＊社員教育の実施
＊実施状況の確認、記録

環境管理責任者の補佐
＊全体企画の立案
＊ｼｽﾃﾑ運用上の事務管理
＊文書の作成管理

＊EA21推進会議を開催し、
管理運営を行う

＊EA21推進会議記録の作成と
周知・保管を行う



　山本建設株式会社は、1918年（大正7年）の創業以来『一致協力・

良いものを造る』を経営理念の一つとし、街づくりのお手伝いをさせて

いただいて来ました。

　総合建設業を営む事業所として、常に環境の保全を意識し自然環境を

守る為に、社員一人一人が主体的に環境保全活動・地域社会への貢献に

努めます。

【行動指針】
　１・二酸化炭素総排出量の削減(電力・ガソリン・ガス等)

　２・水資源使用量の削減

　３・廃棄物の削減及びリサイクルの推進

　４・紙資源使用量の削減及びリサイクルの推進

　５・事務所周辺の清掃及び地域貢献活動(ボランティア)の推進

　６・グリーン購入の推進

　７・環境配慮型工事の受注及び施工の推進

　８・環境関連法規の遵守

－６－

２.環境経営方針

【基本理念】

制定　平成２０年　９月　１日

改定　平成２９年１０月　１日

　代表取締役　山本　良一
山本建設株式会社

山
本



　Ａ）全体（事務所+現場）

年度 81期 84期 評価

項目 単位 （基準年） （目標） （実績） （目標）

削減目標 ％ 0.0 -2.0 -3.0 ◎○△×
二酸化炭素
搬出量の削減

ｋｇ-ＣＯ2 320,832.7 314,416.0 459,512.1 311,207.7 ×

電力使用量の削減 ｋWｈ 374,136.0 366,653.3 297,502.0 362,911.9 ◎
ガソリン使用量の
削減

ℓ 51,039.0 50,018.2 49,630.0 49,507.8 ○
都市ガス使用量の
削減

Nｍ3 13,113.0 12,850.7 9,977.0 12,719.6 ◎
水資源使用量の削
減

ｍ3 3,764.0 3,688.7 1,714.2 3,651.1 ◎

廃棄物の削減 t 8,626.5 8,454.0 13,831.6 8,367.7 ×
軽油
(82期を基準）

ℓ 68,191.60 66,827.77 74,390.50 66,145.85 △
灯油
(82期を基準）

ℓ 308.00 301.84 0.00 298.8 ◎

・評価　

－７－

3.環境経営目標と実績

 中長期の環境経営目標については、81期の環境負荷実績を基準に82期～84期までの3年間に毎年
1％減の最終年度時3％削減目標とした。
新たな中長期の環境経営目標は、83期の環境負荷実績を基準に毎年1％の削減目標とする。
＊８3期の期間は、令和3年10月1日～令和4年9月30日である。

全体（事務所+現場）

今期は、電力、ガソリン、都市ガス、水資源の使用量の削減、軽油の使用量増となったため、二
酸化炭素排出量も大幅な増加となった。
大規模な工事の受注があったが、一人一人の節電、環境などを意識した結果として一定の評価は
できる。
灯油を使用するストーブの使用を中止したことなどにより、灯油の使用量の削減になった。
今後も節電、環境に配慮した製品の使用も積極的にすすめ、業務の効率化、工期の短縮など実現
可能な施策を進めていきたい。

・二酸化炭素排出係数は、R4.7.14　環境省公表

　静岡ｶﾞｽ＆ﾊﾟﾜｰ㈱：0.380kg-co2/kWh，東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ㈱　0.441kg-co2/kWhを使用

◎（達成率120％以上）・〇（達成率100～120％）・△（達成率80～100％）・×（達成率80％以下）

・評価基準

1．中長期目標

◎重大な効果がある  〇かなり効果がある    △多少、効果がある　  ×検討の必要がある。　

83期



Ｂ）事務所

年度 81期 84期 評価

項目 単位 （基準年） （目標） （実績） （目標）

削減目標 ％ 0.0 -2.0 -3.0 ◎○△×
二酸化炭素
　搬出量の削減

ｋｇ-ＣＯ2 192,055.7 188,214.6 178,657.4 186,294.0 ○

電力使用量の削減 ｋWｈ 95,398.0 93,490.0 95,853.0 92,536.1 △
ガソリン使用量の
削減

ℓ 51,039.0 50,018.2 49,630.0 49,507.8 ○
都市ガス使用量
の削減

Nｍ3 13,113.0 12,850.7 9,977.0 12,719.6 ◎
水資源使用量の削
減

ｍ3 453.0 443.9 492.0 439.4 △

一般廃棄物の削減 t 1.5 1.5 2.2 1.5 ×
事務用品ｸﾞﾘｰﾝ購
入の推進（※）

円 379,462.0 387,206.1 263,558.0 391,197.9 ×
事務用品ｸﾞﾘｰﾝ購
入の推進（※）

％ 57.5 58.7 37.4 59.3 ×

Ｃ）現場

年度 81期 84期 評価

項目 単位 （基準年） （目標） （実績） （目標）

削減目標 ％ 0.0 -2.0 -3.0 ◎〇△×
二酸化炭素
　搬出量の削減

ｋｇ-ＣＯ2 128,776.9 126,201.4 280,854.7 124,913.6 ×

電力使用量の削減 ｋWｈ 278,738.0 273,163.2 201,649.0 270,375.9 ◎
建設現場の軽油
(82期を基準）

ℓ 68,191.6 66,827.8 74,390.0 66,145.9 ×
建設現場の灯油
(82期を基準)

ℓ 308.0 301.8 0.0 298.8 ◎
水資源使用量 の
削減

ｍ3 3,311.0 3,244.8 1,222.2 3,211.7 ◎

産業廃棄物の削減 t 8,626.5 8,454.0 13,831.6 8,367.7 ×

・評価　

－８－

◎重大な効果がある  〇かなり効果がある    △多少、効果がある　  ×検討の必要がある。

事務所

現　場

83期

83期

・二酸化炭素排出係数は、R4.7.14　環境省公表
　静岡ｶﾞｽ＆ﾊﾟﾜｰ㈱：0.380kg-co2/kWh，東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ㈱　0.441kg-co2/kWhを使用

事務所においては、本社の新築時より使用していたｴｱｺﾝ(Ｈ21年購入)を新型に入れ替えたことにより、都
市ガスの使用量を削減することができました。
例年に比べ現場で水資源の削減することができた理由として、大規模物件において、循環型トイレを採用
した事が考えられます。一般廃棄物の数値は機密書類の処分量を記録したことによる増加分となります。

・評価基準
◎（達成率120％以上）・〇（達成率100～120％）・△（達成率80～100％）・×（達成率80％以下）



2．単年度目標(83期)
　　自らが提案する環境配慮に関する目標

　＊83期の期間は、令和3年10月1日～令和4年9月30日である。    

年度 81期 84期 評価
単位 （基準年） （目標） （実績） （目標） ◎○△×

回 4 4 4 4 ○

部署 項目 単位 81期 84期 評価
（基準年） （目標） （実績） （目標） ◎○△×

0.0 -2.0 -3.0
土木部 短縮率 ％ 3.0 3.1 15.2 3.1 ◎

81期 84期 評価
（基準年） （目標） （実績） （目標） ◎○△×

0.0 -2.0 -3.0

・評価　

※環境ポイントとは、当社独自の環境配慮型設備機器等を設計及び施工したポイントの事

－９－

環境経営目標

作業所（建築部）

建築部（設計施工物件）※ 44.9

◎（達成率120％以上）・〇（達成率100～120％）・△（達成率80～100％）・×（達成率80％以下）

部署

◎重大な効果がある  〇かなり効果がある    △多少、効果がある　  ×検討の必要がある。

・評価基準

45.4

83期

◎44.0 251.0

土木部門において業務の効率化により15.2％の工期短縮、大幅な経費の削減ができました。
建築部門において受注出来た物件が2→8件と増加したことにより、目標を達成することが出
来ました。
従業員一人一人が節電、環境に配慮した製品などの情報にアンテナをはり、目標達成に向け業
務の効率化、工期短縮となるよう意識し活動を進めて行きたい。

事務所（総務部）
環境経営目標 地域貢献活動の実施

作業所（土木部）

83期項目

83期
公共工事(請負金額3,000万円以上)の工期短縮

地域貢献活動

環境経営目標 環境ポイント



・ｴｱｺﾝの設定温度冷房28±1℃、暖房23℃に設定 各部会時に周知、徹底

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞを推奨 毎月の請求書より集計

・昼休み及び無人にする部屋は消灯

・不必要なアイドリングの禁止 各部会時に周知、徹底

・不要な荷物を降ろす 毎月の請求書より集計

・急発進、急加速の禁止

・タイヤの空気圧をこまめにチェックする

・エコタイヤの購入を促進する（新）

・洗車時、不必要な水の垂れ流し禁止 各部 全員 各部会時に周知、徹底

・洗い物は時間を決めてまとめて洗う 担当社員 全員 毎月の請求書より集計

・現場内の散水は河川水及び雨水を出来るだけ使用する 工事部 現場担当

・ｺﾋﾟｰ及びﾌﾟﾘﾝﾄｱｳﾄは必要最小限とする 各部会時に周知、徹底

・FAX受信用紙は裏白紙を使用する

・ﾌﾟﾘﾝﾀｰの試し打ちは裏白紙を使用する

・不要受信FAXはプリントアウトしない

・産業廃棄物の分別回収に努める 工事部会時に周知、徹底

・建設副産物は適正な処理場にて100％のﾘｻｲｸﾙを行う

・建設廃棄物はﾏﾆﾌｪｽﾄにて確実に管理する

・不要用紙は鈴与ｴｺﾌﾞｯｸｽを利用しﾘｻｲｸﾙする

・ﾃﾌﾟﾗｶｰﾄﾘｯｼﾞ、ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞはﾘｻｲｸﾙ回収に出す

・資機材及び仮設材の繰返し使用の徹底

・環境方針の掲示

・環境活動についての従業員への周知（10月） 教育訓練は当社ISO

・年間活動計画のの策定・周知・実施 教育訓練にて実施

・環境ﾚﾎﾟｰﾄの作成・公表（1月）

・３Ｓ活動 各部 全員

・安全パトロールの実施 安全責任者 月1回実施

・ＫＹ活動等の実施 現場担当 工事現場毎に実施

・安全大会の実施 総務部 全員 年1回（6月）

・地域子供会の廃品回収時に新聞紙・ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ等提供 年２回実施

・小さな親切運動で河川及び道路等のゴミ拾いを実施 年４回実施

11.ｸﾞﾘｰﾝ購入 ・ｸﾞﾘｰﾝ購入品の購入 総務部 購買担当 購入努力

12.教育訓練 ・教育訓練規定に基づき必要に応じて教育訓練を実施 環境事務局 全員 各部会時にて教育

13.内部監査 ・取組状況の確認並びに問題の是正及び予防 環境事務局 全員 年2回実施

－１０－

推進計画

全員各部

新規入場者教育時に周
知、徹底。必要が生じた
場合は納入伝票等で確認

8.安全活動

9.地域貢献 総務部

管理者会議、内部監査報
告書、ＭＲ時で確認

管理責任者
・ＥＡ21全体の取り組み状況を評価し、全般的な見直しを行い、
必要な指示を行う。

・軽油を燃料とする特定特殊自動車燃料の適正使用の徹底 全員

社長
13.経営者による全
体の評価と見直し

全員

全員

4.ｺﾋﾟｰ用紙使用量
の削減

各部

各部

7.環境活動の推進ｻ
ｲｸﾙ

各部

3.水使用量の削減

全員
1.電気使用量の削
減

2.燃料使用量の削
減

４.環境活動計画

工事部

工事部

現場担当工事部

環境事務局

全員

全員

5.廃棄物の適正な
処理

10.ｵﾌﾛｰﾄﾞ法の遵守

備考（具体的方法）担当部署 担当
R3.10.1～R4.9.30

実施計画
施　　　　　　策



　　　　　　1）次の三つの項目について、定期的に確認の上、評価する。
　　　　　　　　①　環境経営目標の達成状況
　　　　　　　　②　環境活動計画の実施状況
　　　　　　　　③　法律等の遵守状況

推　進　計　画 施　　　　　　策 担当部署 担当 段階 内　　　　　　容 次年度
・ｴｱｺﾝの設定温度冷房28±1℃、暖房23℃に設定 A 社内は徹底されていた。
・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞを推奨 A ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞは実施されている。
・不要電力の消費を抑制する。 A パソコン不使用時はスリープ状態にする。
・昼休み及び無人にする部屋は消灯 A 昼休み等、照明を必要としない時間帯は消灯する。

・不必要なアイドリングの禁止 Ａ 社内は徹底されていた。
・不要な荷物を降ろす Ｂ 不要な荷物の積載がある。
・急発進、急加速の禁止 Ａ 社内は徹底されていた。
・タイヤの空気圧をこまめにチェックする Ａ 給油時に各自でチェック出来ている。
・エコタイヤの購入を促進する Ｂ 引き続き促進に努める。
・洗車時、不必要な水の垂れ流し禁止 各部 全員 Ａ 不必要な垂れ流しはなかった。
・洗い物は時間を決めてまとめて洗う 担当社員 全員 Ａ 守られている。
・現場内の散水は河川水及び雨水を出来るだけ使用する。 工事部 現場担当 Ｂ 河川水等汲上げ可能な現場は河川水にて散水した。　　　　　　　　　

・ｺﾋﾟｰ及びﾌﾟﾘﾝﾄｱｳﾄは必要最小限とする Ａ 社内及び現場でも徹底された。
・FAX受信用紙は裏白紙を使用する Ａ 社内及び現場でも徹底された。
・ﾌﾟﾘﾝﾀｰの試し打ちは裏白紙を使用する Ａ 社内及び現場でも徹底された。
・不要受信FAXはプリントアウトしない Ａ 社内及び現場でも徹底された。
・産業廃棄物の分別回収に努める Ａ 廃棄物の適正な処理は100%出来ている。
・建設副産物は適正な処理場にて100％のﾘｻｲｸﾙを行う Ａ 廃棄物の適正な処理は100%出来ている。
・建設廃棄物はﾏﾆﾌｪｽﾄにて確実に管理する Ａ 全ての工事では電子ﾏﾆｭﾌｪｽﾄで対応。
・資機材及び仮設材の繰返し使用の徹底 Ａ 資機材及び仮設材の繰返し使用は出来ている。
・事務用品はｸﾞﾘｰﾝ購入を行い、廃棄物の量を減らす Ｃ 全てではないが、購入出来る物から少しずつ。
・不要用紙は鈴与エコボックスを利用しﾘｻｲｸﾙする Ａ 事業所の不要紙は100%ｴｺﾎﾞｯｸｽを利用出来ており良好

・ﾃﾌﾟﾗ・ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞはﾘｻｲｸﾙ回収ボックスに出す Ａ ﾘｻｲｸﾙ回収ﾎﾞｯｸｽを利用出来ており良好
10月各部会時に教育を実施した。
4月各部会時に教育を実施した。

・環境経営方針の掲示
・環境活動についての従業員への周知（10月）
・年間活動計画のの策定・周知・実施
・環境経営ﾚﾎﾟｰﾄの作成・公表（1月）
・３Ｓ活動 各部 全員
・安全パトロールの実施 担当者
・ＫＹ活動等の実施 担当者
・安全大会の実施 各部 全員
・地域子供会の廃品回収時に新聞紙・ダンボール等提供

・小さな親切運動で河川及び道路等のゴミ拾いを実施

・里親道路の清掃及び企業花壇の整備 営業部 全員 Ａ

11.ｸﾞﾘｰﾝ購入 ・ｸﾞﾘｰﾝ購入品の購入 総務部 購買担当 Ｂ 引き続き購入努力をする 継続
Ａ 各部会時(毎月)に実施
Ａ 緊急事態訓練　1回/年実施した。

－１１－

　※Ａ　100%出来ている　　Ｂ　80%出来ている　　Ｃ　50%出来ている　　Ｄ　30%出来ている　　Ｅ　ほとんど出来ていない

工事部

7.環境活動の推
進ｻｲｸﾙ

4.ｺﾋﾟｰ用紙使用
量の削減

5.廃棄物の適正
な処理

工事部 現場担当

各部

全員

各部

継続

継続

1.電気使用量の
削減

活　　動　　計　　画　　の　　内　　容 評　　　　　　価

全員 継続各部

2.燃料使用量の
削減

各部

12.教育訓練
環境

事務局

継続

14.経営者による
全体の評価と見
直し

継続

10.ｵﾌﾛｰﾄﾞ法の遵
守

・軽油を燃料とする特定特殊自動車燃料の適正
使用の徹底

9.地域貢献

全員

全員

・ＥＡ21全体の取り組み状況を評価し、全般的
な見直しを行い、必要な指示を行う。

Ｂ

総務部

8.安全活動 工事部

・教育訓練規定に基づき必要に応じて教育訓練
を実施

継続
Ａ

4回/年実施した。

社長

部長

継続Ａ

Ａ

Ａ

継続

継続

全体的な見直しの必要性なし

推進
委員会

管理
責任者

5.環境活動計画の取組状況

引き続き使用努力をする

COHSMSマニュアルにて実施する。

Ａ

6.環境関連法規
の遵守

・環境関連法規についての教育（4月･10月チェック）

環境
事務局

今後は環境経営マニュアルにて実施する。

全員

各部

3.水使用量の削
減

全員

継続

継続

継続



１・二酸化炭素の削減
　（1）電気使用量・都市ガス使用量の削減

　取組結果
事務所 作業所

　　　　　　　　　　　 ○ ○
　　　　　　　　　　　 ○ ／
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　 ○ ○
　　　　　　　　　　　 ○ ○
　　　　　　　　　　　 ○ ○
　　　　　　　　　　　 ○ ／

－１２－

・エアコンの設定温度を表示する。

６.環境活動計画の取組結果とその評価

○…取組を行えた　×…取組を行えていない　／…該当しない

・不要電力の消費を抑制する。

　④省エネ型(LED・空調機器)器具への転換

主要な環境活動計画の取組項目

　①シール等により設定温度を表示する。
　②クールビズ、ウォームビズの推奨

　①間引き点灯の推奨
　②パソコン不使用時はスリープ状態にする。
　③昼休み等、照明を必要としない時間帯は消灯する。

シール等により設定温度を表示する。 パソコン不使用時はスリープ状態にする

省エネ型(LED・空調機器)器具への転換状況

間引き点灯の推奨状況 昼休み時間帯は消灯する>



　評　価

　（2）ガソリン使用量の削減

　取組結果
事務所 作業所

・始動時の長時間アイドリングは止める。 ○ ○
　　　　　　　　　　　・適正な速度で運転する。
　　　　　　　　　　　 ○ ○
　　　　　　　　　 ○ ○
　　　　　　　　　　 ○ ／
　　　　　　　　　　　 ○ ○
　　　　　　　　　　　 ／ ○
　　　　　　　　　　　 ○ ／

○…取組を行えた　×…取組を行えていない　／…該当しない

　評　価

　事務所の中長期目標である基準値(81期)より1％削減は、本社の主要照明のLED
化、エアコンの入替、社有車の性能よい車種への入替により使用量の削減はできた。
エアコンの入替による性能UPしたため、都市ガスの使用量の大幅な削減に繋がりま
した。
　現場において、大規模工事受注により軽油の使用量が増加したため二酸化炭素排出
量は増加となった。

－１３－

　今後も、更にクールビズ、ウォームビズの推奨を進めていきたい。
事務所、現場共に電気の使用量の削減は出来ているので今後とも、仕事の効率化、省
エネに繋がる材料などを採用を進め、省エネ効果に繋がる情報を収取し、よいものは
採用することで省エネ効果の向上に努めたい。

排出ガス対策型の重機・機械を使用

主要な環境活動計画の取組項目

ガソリンの使用量は、大規模現場の受注により、移動距離の削減につながったと考え
られます。また、古い車種の入替により、車両の燃費効率は向上しております。引き
続き日常の点検、エコドライブを進めて参ります。

・現場への乗り合わせ

　①法定速度を遵守する。
　②急発進、急停車を禁止する。
・不要な荷物は降ろす。
・通勤車両の日常整備点検
・排出ガス対策型の重機・機械を使用



２・水資源使用量の削減
　（1）節水活動

　取組結果
事務所 作業所

　　　　　　　　　　　 ○ ○
　　　　　　　　　　　 ／ ○
　　　　　　　　　　　 ○ ／

○…取組を行えた　×…取組を行えていない　／…該当しない
　評　価

３・産業廃棄物の搬出量削減
　（1）建設廃材、一般廃棄物の削減

　取組結果
事務所 作業所

　　　　　　　　　　　 ○ ○
　　　　　　　　　　　 ○ ○
　　　　　　　　　　　 ○ ○

○…取組を行えた　×…取組を行えていない　／…該当しない

－１４－

社内掲示物等により節水活動を推進する

主要な環境活動計画の取組項目
・電子マニフェストにて管理する。
・分別排出を徹底する。
・再資源化された資材を利用する。

主要な環境活動計画の取組項目
・社内掲示物等により節水活動を推進する。
　①適正な洗車及び洗車時間を短縮する。
　②建設現場での散水は可能な限り雨水や河川の水を利用。
　③社内の洗い物は時間を定めてまとめて洗う。

産業廃棄物の分別排出の徹底

　全社としての中長期目標である基準値(81期)より1％削減は達成出来た。
事務所は微増、現場は大幅に削減、大規模現場にエコトイレの導入が考えられます。
事務所は防塵対策の散水等、やむを得ない事もあるが、引き続き節水に努める。



　評　価

　（2）一般廃棄物の削減及びリサイクルの推進

　取組結果
事務所 作業所

　　　　　　　　　　　 ○ ○
　　　　　　　　　　　 ○ ○
　　　　　　　　　　　 ○ ○

○…取組を行えた　×…取組を行えていない　／…該当しない

　評　価

　一般廃棄物は、例年行われている事務所の大掃除で発生する書類・不用品等が同量で発生
しています。
また、機密書類を廃棄しているエコボックス分を記録開始したので増加となっています。
　現場での産業廃棄物排出量は、解体、改修工事の受注が増加したため、増加となりまし
た。
　次年度以降も、廃棄物の削減に取り組みながら、出来る限り資源の再活用を推進していき
ます。

 FAX受信用紙は裏白紙を採用、不要なものはプリントアウトしないなど、リサイクルに対す
る意識は社員全体で高く、引き続き紙の使用量の削減、リサイクル率を高めていきたい。

－１５－

主要な環境活動計画の取組項目
・裏紙利用の励行
・封筒の再利用
・段ボール等の再利用

各種カートリッジの回収ＢＯＸ

裏紙利用の励行再生用紙回収箱の設置



４・地域貢献
　（1）地域貢献活動の推進

　取組結果
事務所 作業所

　　　　　　　　　　　 ○ ○
○ ○

　　　　　　　　　　　 ○ ○
○…取組を行えた　×…取組を行えていない　／…該当しない

　評　価

三島市長との協定による、定期的な市道の清掃及び除草状況

・里親道路の清掃及び企業花壇の整備

古紙を地元の子供会に提供

・小さな親切運動で河川及び道路等のゴミ拾いを実施

『企業花壇』として整備・維持・管理

　　　　三嶋大社境内整備奉仕作業 使用済切手の寄付

主要な環境活動計画の取組項目
・地域子供会の廃品回収時に新聞紙・ダンボール等提供

　里親道路の清掃及び企業花壇の整備、中高大学生対象とする職場体験やインターンシッ
プの受入れ、三嶋大社への奉仕作業、地域子供会の廃品回収への協力及び他社主催での地
域貢献活動(小さな親切運動、担い手人材育成事業、植樹ツアー)など積極的に社会貢献活
動に参加して参りました。
次年度の取組として、事務所の主要推進事案として進めていきたいと思います。

－１６－



５・グリーン購入適合品の購入（活動目標　全対象品の５８.１％）
　（1）地球にやさしい商品の購入を増やす。

　取組結果
事務所 作業所

　　　　　　　　　　　 ○ ○
　　　　　　　　　　　 ○ ○

○…取組を行えた　×…取組を行えていない　／…該当しない

　評　価

６・環境教育・訓練の実施
　（1）定期的な教育・社内推進委員会

－１７－

EA21推進委員会

グリーン購入法適合品の購入（一例）

全社教育状況

主要な環境活動計画の取組項目
・グリーン購入対象商品を把握する。
・グリーン購入対象商品を購入する。

　今年度は、263品目(適合率37.4%)の事務所用品の購入をし、全対象品の50％以上を下
回った。不適合品の方が安価な品が多いが、社内で評判が良かった品については購入量を
増やしていきたい。
　次年度の取組として、今年度同様以上の購入品比率を高めていきたい。現場としても、
継続して高炉セメント、再生アスファルト骨材等を資材として活用して行きたいと思って
おります。



　取組結果
事務所 作業所

　　　　　　　　　　　 ○ ○
○ ／

　　　　　　　　　　　 ○ ／
○…取組を行えた　×…取組を行えていない　／…該当しない

　評　価

－１８－

　今年度は、11月での油の流出を想定した油回収訓練、又、災害時での事業継続計画
(BCP)として、月一回で開催される実務訓練(安否確認・非常用発電機・建物応急危険度
判定連絡訓練等、多数の訓練に参加して参りました。
　次年度の取組として、今年度同様日々の訓練を実施し万が一での対応をスムーズに行
えるようにしていきたいと思います。又、現場では塗料等の有機溶剤について化学物質
の安全性に関する情報伝達を化学物質安全データシート等で確認し保管管理を確実にし
ていく。

環境上の緊急事態への準備及び対応も含め訓練を行った。

緊急事態訓練      油の流出を想定した油回収訓練

緊急事態訓練      発電機可動訓練

主要な環境活動計画の取組項目
各部署にて教育・訓練を行った。
社内審査員による内部監査を行った。



７・各部署毎の取組結果の評価

目標：公共工事(請負金額3,000万円以上に限る)の工期短縮
結果：
①(仮称)R2.一級河川御殿川（護岸工）

契約工事期間１９５日
実施工事期間１８５日　・・・１０日短縮

②(仮称)令和２年度　沼津維持管内整備工事
契約工事期間３３３日
実施工事期間３２２日　・・・１１日短縮

③(仮称)R3.三島静浦港線(新城橋橋面舗装工)
契約工事期間１７８日
実施工事期間１４５日　・・・３３日短縮

④(仮称)R3.414号外舗装補修工事(切削オーバーレイ)
契約工事期間１３２日
実施工事期間　７５日　・・・７５日短縮

⑤(仮称)R3.沼津河川国道沼津地区舗装修繕工事
契約工事期間１６４日
実施工事期間１３９日　・・・２５日短縮

⑥(仮称)R3.136号舗装補修工事(切削オーバーレイ工)
契約工事期間１６５日
実施工事期間１５０日　・・・１５日短縮

⑦(仮称)R3.一級河川御殿川(護岸工)
契約工事期間１７４日
実施工事期間１６０日　・・・１４日短縮

⑧(仮称)R3.136号舗装修繕工事(舗装打換え工)
契約工事期間１２５日
実施工事期間１０１日　・・・２４日短縮

以上８現場を対象に平均15.2％の工期短縮が達成出来た。
これにより、約1486万円の経費を削減出来た。

目標：設計施工物件　環境ポイント１２８.８pt取得
結果：

新築物件　７件（計２２７pt）
増改築物件１件（計２４pt）

　評　価

土木工事部門

建築工事部門

計　２５１pt

　土木工事部門は、作業の効率化、省力化により大幅な工期短縮、経費の節減するこ
とが出来ました。建築工事部門は、設計施工物件の受注増加により環境ポイントの目
標達成が出来ました。来期も引続き目標達成出来るよう努めます。

－１９－



評価日：2022年9月30日

環境関連法

規等の名称

廃棄物処理法 事業者の責務（法第3条） 廃棄物の適正処理、施策協力 産業廃棄物排出時

産業廃棄物処理（法第11条） 事業者の責任で自ら処理 マニュフェストで管理）

産業廃棄物保管 飛散、流出、地下浸透の防止 （県発注工事は電子

（施行規則　第8条） 保管場所に掲示板（60cm以上） マニュフェストで管理）

産業廃棄物委託基準 運搬、処分許可業者との委託契約

（法第12条第5項～第7項、 契約書に許可書の写しを添付

法第12条の2第5項～第7項） 契約書を5年間保管（終了日より）
（令第2条の4第5号ヘ、
　　　規則第1条の2第7項）

特別管理廃棄物廃アスベストの基準に従う

産業廃棄物管理票 管理票（マニュフェスト）の交付

（法第12条の3、4、5） Ｂ2票を10日以内に受領

Ｄ票を90日、Ｅ票を180日以内に回収

管理票の写しを5年間保存

マニュフェストの年間集計及び知事への報告 毎年6月30日までに提出

多量排出事業者 計画書及び実施報告書の提出 毎年6月30日までに提出 〇

石綿の事前調査結果報告 施主、都道府県、労働基準監督署 〇

石綿の事前調査結果掲示
公衆の見やすい場所に解体
等の作業開始から終了まで

〇

特定工場の建設等 特定施設の設置時
工事開始日の30日前までに

市町村長へ届出
〇

特定建設作業の実施 特定建設作業実施時
作業開始前の7日前に市町村

長へ届出
〇

省エネ法 建築物及び機械器具等についてのエネルギー

の使用の合理化に関する措置、電気の需要の

平準化に関する措置その他エネルギーの使用

の合理化を総合的に進めるための措置を講ずる

館内空調機の簡易点検（４半期に１回以上） 該当あり 〇

館内空調機の定期点検（３年に１回以上） 該当なし -

－２０－

評価者　管理責任者

〇

〇

大気汚染防止法
石綿障害予防規

則等
一定規模の建築・工作物の解体、改修等

騒音・振動規制
法

改正フロン法
館内業務用冷凍空調機の
点検
（管理者判断基準第2）

静岡県県条例(産

業廃棄物の適正な処理
に関する条例)

処分場の定期的な視察 １回／年以上 〇処分業者の実地確認等

規制詳細規制概要

電気の需要の平準化に関
する所要な措置等
（法第1条）

８.　環境関連法規等の取りまとめ

規制の適用
遵法
評価

〇

〇

努力義務



　○杭打機作業 　○舗装破砕機を使用する作業

　○鋼球を使用し建築物等を破壊する作業 　○ブレイカーを使用する作業

建築基準法 ○

大気汚染防止法 ○

建設業法 ○

グリーン購入法 ○

・静岡県環境基本条例 ・静岡県地球温暖化防止条例

・静岡県生活環境の保全等に関する条例 ・静岡県福祉のまちづくり条例

・静岡県開発行為等の規則に関する条例 ・静岡県屋外広告物条例

・三島市環境基本条例 ・三島市景観条例

－２１－

環境関連法規等
の名称

オフロード法
・軽油を燃料とする特定特殊自動車の使用にあたって燃料を購入して使用するときは

   当該特定特殊自動車の製作等に関する事業者又は団体が推奨する軽油を選択する

　　（杭打機をアースオーガーと併用する作業を除く）

　○びょう打機を使用する作業

　○削岩機を使用する作業（1日における当該作業に係る二地点間の最大距離が50ｍを越え

　○空気圧縮機（原動機の定格出力15ＫＷ以上・電動機以外の原動機を用いるもの）

・基準の遵守

建設ﾘｻｲｸﾙ法

　○再資源化の実施義務（分別解体等で生じた特定建設資材廃棄物の再資源化）

　○受注者の分別解体等の義務（建設資材廃棄物の分別）

　○発注者又は自主施行者の届出（工事着手の7日前までに知事に届け出る）

　○元請業者の届出に係る事項の説明(上記事項を記載した書面を発注者に交付、説明)

　○請負契約書面の記載事項（分解解体の方法、解体工事費、施行規則等）

規制詳細

騒音規制法

　　するものを除く）

○

○

・特定建設作業（法2条、法14条、騒音規制法施行令別表第2）

　○杭打機（もんけんを除く）杭打機又は杭打抜き（油圧式杭打ち機を除く）を使用する作業

    ない作業に限る

　○トラクターショベル（原動機の定格出力70ＫＷ以上・騒音について環境大臣が指定

　○杭打機作業

　○ブルドーザー（原動機の定格出力40ＫＷ以上・騒音について環境大臣が指定するものを除く）

・特定建設作業（法2条、法14条、振動規制法施行令別表第2）

振動規制法

遵法
評価

　○バックホー（原動機の定格出力80ＫＷ以上・騒音について環境大臣が指定するものを除く）

　　　　　２）法規制違反・訴訟についてはありませんでした。

　　　　　１）令和3年10月1日～令和4年9月30日実施結果　　　　※環境関連法規に対して違反はありませんでした。

三島市条例 〇
・三島市建築協定条例

消防法
消防用設備等の設置・維持

○
　〇点検の実施及び点検表の保管

労働安全
衛生法

フォークリフト及び天井クレーンの設置・維持
○

　〇年次点検の実施及び点検表の保管

○

・VOC規制法（VOCが入った壁材料は使用しない）・フォースター規制（法第2条）

・建築物の建築・土地の形状の変更等に関連するもの（法2条13項）

○

静岡県県条例 〇

・水質汚濁防止法第3条第3項に基づく排水基準に関する条例

・景観法に規定する景観整備機構の指定に関する規則

・分別解体等の実施義務（法第9条）

・購入の努力



当社ホームページに

環境活動レポート連載中！

H P　

（２）　外部からの情報提供

環境上の苦情やトラブルはありませんでした。

　　　　

－２２－

９.　環境コミュニケーション
・実施事項

（１）　環境経営レポートを作成公表

　　①　外部からの苦情や要望を受付、必要な対応を記録する。

　　②　環境上の苦情及びトラブルは当社の品質マネジメントシステム不適

　　　　合管理規定により処理する。

※　実施状況

　令和3年10月1日～令和4年9月30日の間、

    　https://www.yamamotokensetu.co.jp

当社ホームページのトップペー
ジ
より会社概要クリックして頂く



①

②

　

③

－２３－

令和4年9月30日

10.全体の評価と見直し（Ａction)

四半期毎の環境活動目標達成状況報告状況

　次年度も主要な環境活動計画を立案・計画し、８４期は環境活動目標を確実に達成出来る
様、燃費及び再資源化率、リサイクル率を高める努力を継続する。

当社は4年前に創立100周年を迎え新たな節目を迎えました。引き続き、エコアクショ
ン21の要求事項の項目を形骸化させることなく取り組むと共に、令和3年より取組を開
始した、SDGs(持続可能な開発目標)との関連付けを行い、環境経営の向上に努め、企
業価値を高めて頂き、全ての社員が取組内容が理解出来るように、継続した指導・教
育を御願い致します。

環境目標については、新たに設定した中長期目標2年目となりました。現場の量や場所
等により、目標の未達成があるが今以上に環境への配慮を念頭において、目標達成に
向け頑張っていきたい。今後は、事務所の取組は順調に結果を残しているので、現場
での節電・節水等検討をお願いします。

その他については、ガイドラインの改訂に伴い改めて従業員一同に教育をし理解を深
めていきたい。

（３）　　次年度への取組

（１）　　環境管理責任者の改善意見

今年度の結果及び評価を参考に次年度は達成項目の維持・数値改善を重点的に取組み、継続
的に全社員で環境保全活動を行い、地域の環境保全に貢献いたしたいと思います。
また、本取り組みには労力も必要な事から、近年の人手不足を解消すべく、求人活動を活発
化させました。又、重点目標として環境配慮型工事の受注及び施工の推進、工事期間の短
縮、地域貢献活動の推進等を目標の重点項目に加え業務していきます。

（２）　　社長の評価と見直しの結果
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